
次の10年も、一日一日のつみ重ね。 

10才は、1/2の成人式。とはいうものの、畑仕事は毎年、毎年が一年生。ここの土地で、その季節に無理 

なく作ることのできる野菜作りを、日々続けていくことが、次の10年につながっていくような気がします。 

よりワイルドに、じっくりと時間をかけて、おいしい野菜を作ります。これからも私たちの畑の野菜たちをど 

うぞよろしくお願いいたします。 
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山本ファミリー農園は10才の誕生日を迎えました 
広島市内からこちらに引越して来たときには２才だった次男のタクトは 

中学生に、長男のタカフミは高校２年生になりました。 

「10才、おめでとうございます。ステキなプレゼントをお届けします」 

と、となり町のヤマグチさんからは、びっくりするような誕生日プレゼン 

トが届きました！ なんと、やってきたのは砂利を積んだダンプカーと、 

パワーショベル。冬になるとどろどろになって、軽トラで走るとまるで泥 

んこラリーのようで大変だった作業場付近の通路に砂利を入れ、きれいに 

整備してくださいました。 

今、咲こうとしているつぼみは、 

春の命のエネルギーそのもの。 

３月は、中頃まで寒い日が続きました。16日は３cmの積雪。 

タマネギも雪をかぶりました。 

ヒヨドリの群れ。白菜やホウレン草を 

食べ尽くす勢いで食べています。 

２月初めに種まきをしたキャ 

ベツの苗。（３月２日） 

春分の日を過ぎて、暖かくなってきました。（３月23日） 

「あっ、モンシロチョウだ！」 
３月になってすぐの日曜日、畑に来ていたタクトが大きな声で叫びまし 

た。ひらひらと宙を舞うモンシロチョウは、暖かな春がやってきた証拠な 

のですが、私には、…今年もまた、悪魔の使いがやってきた…という声に 

聞こえてなりません。キャベツが植えてあるトンネルの中で一匹、どうや 

って入り込んだのか、キャベツの苗を育てているハウスの中でも一匹…。 

小さな苗がアオムシに食われてしまわないように、毎日、目を凝らして苗 

をチェックします。２月初めに種をまいたキャベツの苗は３月末に露地の 

畑に定植し、虫よけのネットをかけました。収穫できるのは６月頃の予定 

です。




